
 

 

 

 

 

 

２０２５年度（令和７年度）善行市民賞団体賞

に「蔵王小学校支援委員会バラ会」が選出され

ました。 

学校ばら花壇のお世話をしてくださる支援委

員の皆様は、子どもたちとともに整備され、「ばら

花壇コンクール」において学校大賞３年連続受

賞の原動力となるなど、ローズマインドを育みな

がら、環境の美化・保全に貢献されています。 

この度、これまでの多大な功績が評価され、善

行市民賞団体賞を受賞されました。蔵王小学校

も受賞を祝うとともに、今後も学校、地域の皆様

とともに、ばら花壇の一層の充実に励んでいきた

いと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 蔵王小学校金管バンドは、５・６年生の児童で構成されています。３学期に入り、６

年生が４年生にバトンタッチすることになりました。６年生は、これまでの思い出や苦

労を４年生に伝えるとともに、基本的な吹き方や上手に音を出すコツを丁寧に伝えてい

ました。 

 蔵王小学校金管バンドは２００９年の結成から１７年目になりますが、このように上級生から下級生へ伝統

を引き継ぐ瞬間も大切にしながら、今後一層発展していけるように見守っていきたいと思います。今後とも金

管バンドへの温かいご支援・ご協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

校訓         「学而不厭」 （がくじふえん）これで十分と満足することなく常に学び続けようとすること          
蔵王小学校教育目標  「豊かな心を持ちたくましく伸びる子」 
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蔵王山

善行市民賞 団体賞受賞おめでとうございます 

1年間の子どもたちの学び、努力が実る 3学期 
3学期に入り、とてもうれしい賞をいただきました。 

第 4３回西日本新春書道展県知事賞（最優秀校） 
（主催：書の心書道会、後援：読売新聞福山支局など） 

西日本新春書道展では、1 月 2５日（日）にニューキャッスルホテルにおいて、表彰式がありました。

本校の多くの児童が特別賞を受賞するとともに、学校としても最優秀校受賞という形で蔵王小学校の

子どもたちを励ましていただくことになりました。蔵王小学校の子どもたちの日々の努力が、このように

認めていただけることは、とてもありがたいことです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月１８日（日）蔵王体育会が中心となり、歩け歩け大会が開催されました。 

蔵王山頂上を目指し、朝から元気な子どもたちの声が響きました。保護者や

地域の方も加わり、険しい山道を助け合いながら登りました。親子で手をつな

いで登る姿やおしゃべりを楽しみながら友達と楽しそうに上る姿など、いろいろ

な楽しみ方が見られました。頂上からみる蔵王の町の様子はひときわ美しく、

思わず立ち止まり、いつも生活している蔵王の町をじっと眺める子どもたちも

いました。 

下山した後は、体育館でビンゴゲームを楽しみました。お土産をたくさんもら

って笑顔がたくさんありました。歩け歩け大会では、地域でのあたたかなつな

がりがたくさん感じられました。子どもたちにとって、このつながりは大きな心の

財産です。 

 

 

 

 

 

２月８日（日）資源回収・校内清掃のお知らせ 

 午前８：００から回収を始めます。決められた回収場所にお出しください。ビンの回収は 

行いませんので、ご協力をよろしくお願いします。（注意）雨天中止です。中止の場合は、 

「蔵王小学校ホームページ」と「すぐーる」にて 7時 30分までにお知らせします。 

 資源回収終了後（午前１０:００）から、校内清掃を実施します。こちらもご協力をよろしくお願いします。 

 蔵王山頂上でみんな揃って「ハイポーズ！」 

 

昔遊びの体験（1年生 生活科、学校支援委員さんとの学習より） 
 1月１５日（木）、1年生は生活科の学習でいろいろな昔遊びを楽しみました。竹とんぼ、コマ回し、

お手玉、紙でっぽう作りなど、いろいろな昔遊びを楽しめる場を学校支援委員の皆様がご準備くださ

いました。子どもたちは体いっぱい使って挑戦しました。こまがうまく回らず、何度も挑戦したり、紙でっ

ぽうで大きな音が出るように手の振り方をいろいろ工夫したり、できるようになるまで一生懸命でし

た。 

昔の遊びは、体を使って、できるようになるまで粘り強く挑戦したくなるところがおもしろいですね。 

今回も、学校支援委員の皆様、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 


